
1月10日は、本校⼊学者選考でした。⼩学6年⽣が、緊張の中初々しい
決意に満ちた表情で、試験に挑戦していました。

本校の⽣徒諸君も、1年前、2年前、3年前に、同じ表情で本校選考試
験を受けたのだなと思い、月日の流れの早さを実感しています。
今回の⼊学者選考は、近年で最多の324人が受検してくれ、昨年比42

人増という状況でした。受検した皆さん全員が、各々の進路で自己実現
を目指してくれることを心から祈っています。
昨日は、3年⽣ほぼ全員が私立高校の受検に挑みました。今朝の登校

時に見た3年⽣の顔は、充実感に満ちた人が多かったように思います。
考えてみると、本校⽣徒の大部分は、中学･高校･大学受検という関門

を、他校⽣より多くくぐることになります。今後、⽣徒一人ひとりが、

この関門に向かって前向きに進んでくれることを信じています。
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３年⽣が、「卒業プロジェクト」に取り組んでい
ます。簡単にいうと「卒業前に学校に恩返し

をしよう」という、ありがたい取組です。
３年各クラス総代に、どんなことをする

のか聞いてみました。

○２週間毎にテーマをローテーションして、
計画･実行･振り返りを行う

○今週は、１組：後輩に向けて、２組：あい

さつ、３組：屋外掃除、４組：屋内掃除
○班ごとにやることを決めて、他学年も巻き
込みながら取り組む

３年生卒業プロジェクト

本日は、正門から玄関にかけて、２組の「あいさつ」プロジェクトが
行われていました。⽣徒ならではのアイディアだと思ったのが、「挨拶

＋α」をやるところです。実際、「漢字クイズ or 掃除」をやりながらの
挨拶運動でした。漢字クイズは、正門前に「相殺」、玄関に「そうさ
い」を持って挨拶。玄関で読みの答え合わせと、面白い発想でした

そもそも、このプロジェクトをやるきっかけは、「先輩たちの姿を見
て」だそうです。まさに伝統です。素晴らしいと思います。
そういえば、私が中３の時も、「学校中の床を拭き上げる」卒業前の

ボランティアを行っており、「この活動をすると、志望校に通る」とい
うジンクスがありました。今思えば、「この活動をすると」ではなく、
「この活動をする心のゆとりがあると」ということなんだろうと思いま

す。始業式で３年代表が語ってくれた「受検があるからこそ、凡事徹底
を頑張りたい」という言葉に通じるものがあるのだと思います。
３年⽣諸君、素晴らしい伝統の継承をありがとうございます！

卒プロ↓↑（赤丸内が漢字クイズ） 掃除と挨拶↑

生徒会執行部の企業との研修
本日の放課後に、⽣徒会執行部の諸君が、リ

ンクアンドモチベーション（略称：LM。本校

が連携協定を結んでいる、企業研修を行う会社。
詳細はこちら）に協力いただいて、研修を行い

ました。内容的には、⽣徒会執行部への事前アンケー

ト結果をもとにした、オンライン研修です。⽣徒会執
行部数名とLM職員がグループを組み、Zoomで議論を
深め、充実した時間となったようです。

参加者の感想「リーダーとしての自分の強みや弱み
を客観的に見ることができた」「他の人からの声かけ
が、弱みを乗り越える自信になった」「楽しかった」

Zoomによる研修

https://www.lmi.ne.jp/
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